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り
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本
年
は
鎌
倉
に
て
御
開
き

の
趣
、
小
生
多
分

八

月
中
旬
頃
歸

省
の
考
に
候
故
或
は
間
に
合
は
ず
と
存
じ
候
が
、
間

に
合

へ

ば
又

々
參
會
仕
度
候
、

此
程
別
紙
目
録

の
通
り
臺
灣
總

督
府
中
學
校
を

借

り
て
展
覽
會
相
催
候
、
寫

眞
も
封
入
仕
候
。
繪
の
分
は

一
枚
は
相
思
樹
（
臺

灣
特
有
の
木
)
の
森
、
ワ
ツ
ト

マ
ン
半
切
、

一
枚
は
川
岸

同

八

ッ
切
に

て
、
何
れ
も
小
生
の
出
品
に
候
。
今
回
は
佐
久
間
總
督
初
め
文
武
諸
官

の

來
觀

も
あ
り
、

四
百
人
程
の
入
塲

に
て
盛
會

に
有
之
、
追

々
鑑
畫

の
趣
味

も
加
は
り
來
り
た

る
よ
う
に
候
。

研
究
生
も
新
入
生
二
三
名
有
之
、

何
れ
も
二
十
前
の
青
年
に
て
且
つ
た
ち

の
好
き
も
の
に
有
之
候
。
尚

基
隆

の
方
に
も
六
七
名
の
同
好
者
打
寄
り
研

究
中
の
由
に
て
、
何

と
か
方
法
を

以
て
教
授
を
受
け

度

き

志
あ
る
旨
申

來
り
候
に
付
、
汽

車
で

一
時
間

の
地
故
、
時

々
出
張
で
も
爲
さ
ん
か
と
思

ひ
居
り
候
、

只
同
地
は
要
塞
地
、

併
か
も
第

一
地
帯
に
て
、
寫

生
中
々
出

來
ず
大
に
困
り
居
り
候
。
中
學
校
の
方
に
も
寫
生
班
を

設

け

る
考

へ
に

候
、

巳
に
寫
眞
班
は
設
立
し
あ
り
候
故
、
今
後
は
繪
畫

の
趣
味
を

吹
込
む

考

へ
に
候
、

一
週
に

一
時
間

の
科
目
故
迚

て
も
ま
と
ま
ら
ず
候
、

九
月
に

は
圖
畫
教
室
新
築
相
成
候
故
參
考
品
で
も
澤
山
に
陳
列
し
て
生
徒
に
目
の

教
育
で
も
し
た

ら
幾
分
よ
か
ら
ん
と
思
ひ
候
。

蕃
界
探
險
記
は
畫
入
り
に
で
も
し
て
其
内
可
差
上
候
。
 

 

頓
首

丸
山
晩
霞
氏
よ
り
―
―

此
の
頃
は
失
敬
し
た
豫
定
通
り
僕

は
三
日
午
後
十

時
發

の
夜
行
で
出
發
し
た
、

こ
の
前
、
夜
行
で
行

つ
た
と
き
は
、

樂
々
寝

て
、
眼
醒
め
し
と
き
は
長
野
に
着

い
て
ゐ
た
か
ら
、
今
回
も
そ
の
つ
も
り

で
、
着
て
寝
る

も
の
ま
で
用
意
し
て
乗
り
込
ん
だ
ら
、
越
後
邊
に
何
か
あ

る
と
の
事
で
、
非
常
に
澤
山
の
乗
客
で
上
野
で
腰
を
掛
け
た

位
置
で
動
く

事
も
出
來
な

い
混
雜

で
、
途
中
で
乗
車
し
て
立

つ
て
ゐ
た
人
に
比
す
れ
ば

未
だ
上
乗
の
者
で
あ
つ
た
。

一
夜
不
眠
で
、

四
日
は
九
時
か
ら
師
範
學
校

の
講
堂
で
百
枚

以
上
の
畫

の
批
評
を
し
て
、
午
後
か
ら
裾
花
河
原
で
六
時

頃
迄
寫
生
、
宿
に
歸

る
と
夏
期
講
習
の
相
談
で
十
二
時
過
迄
起
き

て
ゐ
た
。

四
日
の
晩
に
乗

つ
た
河
合
君
を
長
野
着
五
日
午
前
六
時

に
待

つ
筈
で
あ
る

か
ら
寝
た

と
思

ふ
た
ら
下
婢
に
起
さ
れ
、
仕
度
も
そ
こ
そ
こ

に
停
車
塲

に

駈
け
つ
け
や
つ
と
の
事
で
間

に
合

つ
て
、
榎
本
氏
も
同
行
で
豊

野
に
下
車

そ
れ
か
ら
妙
な
馬
車
に
ゆ
ら
れ
て
、
午
前
九
時
前

に
湯
田
中
に
着

い
た
。

此
日
は
久
し
ぶ
り

の
好
天
氣
で
、
河
合
君
は
好
運
兒

と
思
ふ
た
。

空
は
今

朝
は
曇
り
て
又
し
て
も
降
る
、

河
合
君
等
は
田
中
よ
り
即
時
目
的
地

の
發

補
に
向
ひ
、
小
生
は
こ
の
地
で
講
習

等
に
就
て
書
く
も
の
も
あ

る
か
ら
、

一
兩
日
遲

れ
て
登
山
す

る
事
に
き
め
た
。
（
下
略
）

河
合
新
藏
氏
よ
り
―
―

 
拜啓
小
生
五
日
午
前
六
時
長
野
着
、
同
所

に
て
丸

山
榎
本
兩
君
に
出
逢
ひ
こ
れ
よ
り
同
道
に
で
、

五
日
午
後
六
時
目
的
地
に

着
仕

り
候
。
當

地
は
思

つ
た
よ
り
高
地
に
て
樹
木
は

ゐ
づ
れ
も
若
葉

の
感

じ
に
候
。
白
樺
は
到
る
處
に
散
在
し
て
居
て
、
中
々
面
白
く
候
。

し
か
し

シ
ヲ
カ
ラ
と
い
ふ
小
虫
、
殆
ど
肉
眼
で
見

へ
ぬ
位
の
も
の
か
非
常

に
襲
來
す
る
の
で
こ
れ

に
は
流
石
の
丸
山

君
も
大
閉
口
に
候
。


